
第１2期

デクセリアルズ株式会社

定時株主総会



事業報告

第１2期

デクセリアルズ株式会社



事業の経過および成果



区  分 前  期 当  期 前期比

連結売上高 106,167 105,198 ▲0.9％

連結営業利益 32,288 33,421 ＋3.5％

連結経常利益 30,174 30,028 ▲0.5％

親会社株主に帰属する

当期純利益 20,685 21,382 ＋3.4％

当期の連結業績

（単位：百万円）



世界経済

不透明な状況が続く

半導体供給不足を主な要因とする

サプライチェーン
問題の解消

地政学的リスクの
さらなる高まり

ロシア・ウクライナ情勢や中東紛争等

金融引き締めの
継続

世界的な



コンシューマーIT製品市場

出荷台数の停滞

厳しい状況が続く

スマートフォン

欧 米

回復基調中 国

ノートPC・タブレット

在庫調整が完了したものの
最終需要の弱い戻り



当期の連結業績

変化に強い体質に進化するべく、事業ポートフォリオの拡大を推進

既存領域

高付加価値製品の販売拡大

テクノロジーの進化を先回りした

製品の開発・提案

新規領域

コンシューマーIT製品以外の事業拡大

フォトニクス
領 域

光トランシーバー向けの
新規顧客を開拓

異方性導電膜
（ACF）

精密接合用樹脂

差異化技術製品の販売拡大

自動車向け 製品の販売を拡大



当期の連結業績
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（単位：百万円）



当期の連結業績
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当 期

32,000
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0
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連結営業利益
（単位：百万円）



当期の連結業績

30,028

当 期

30,000

15,000

0
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（単位：百万円）



当期の連結業績

21,382

当 期

22,000

11,000

0
前 期
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親会社株主に帰属する当期純利益
（単位：百万円）

＋3.4％



セグメントおよび
製品カテゴリー別の業績



光学材料部品事業

区  分 前  期 当  期 前期比

売上高 55,384 51,453 ▲7.1％

営業利益 17,969 16,040 ▲10.7％

（単位：百万円）

セグメント



光学弾性樹脂
(SVR)精密接合用樹脂

光学材料部品事業

光学フィルム 減収減益

光学樹脂材料

反射防止
フィルム

増収増益

蛍光体
フィルム

精密接合用樹脂が増加

セグメント

車載ディスプレイ向けが増加したものの、
ノートPC向けの減少により
反射防止フィルムが減収

蛍光体フィルムが減少



電子材料部品事業

区  分 前  期 当  期 前期比

売上高 51,495 54,387 ＋5.6％

営業利益 16,106 19,167 ＋19.0％

（単位：百万円）

セグメント



光半導体

電子材料部品事業

接合関連材料 前期並みノートPC向けが前期並み

異方性
導電膜

表面実装型
ヒューズ

無機偏光板等の
マイクロデバイス

接合
関連材料

異方性導電膜
（ACF)

増収増益
ディスプレイ向け粒子整列型ACFが堅調に推移

各種センサーモジュール向けの形状加工ACFの販売が拡大

表面実装型
ヒューズ

減収減益顧客の在庫調整に伴う数量減

マイクロデバイス プロジェクター需要の数量減

光半導体 中国における工場投資・移動体通信事業者の投資の減速

減収減益

減収減益

セグメント



当期の財政状態について



資産の部

総資産

流動資産

固定資産

138,016 ＋11,636
69,063 ＋9,825

68,952 ＋1,811

126,379
59,238

67,141

（単位：百万円）
当期末前期末 前期末比

原材料及び貯蔵品等が減少

土地、退職給付にかかる資産、建設仮勘定等が増加

のれんが減少

現金及び預金、受取手形及び売掛金等が増加



負債の部

負債合計

流動負債

固定負債

53,062 ＋457
30,996 ▲4,077

22,065 ＋4,535

52,605
35,074

17,530

（単位：百万円）
当期末前期末 前期末比

支払手形及び買掛金、短期借入金が増加

1年内返済予定の長期借入金、未払金が減少

長期借入金等が増加



純資産の部

純資産合計 84,953 ＋11,17873,774
（単位：百万円）

当期末前期末 前期末比

為替換算調整勘定が増加

自己株式、資本剰余金等が減少



なお、連結株主資本等変動計算書および

計算書類については、

当社Webサイトをご覧ください。



対処すべき課題



本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、将来に関する記述の正確性・完全性に関する責任を

負うものではありません。実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があり、当社として

将来計画の達成を約束する趣旨のものではありません。なお、実際の結果等にかかわらず、当

社は本資料の日付以降において、本資料に記載された内容を随時更新する義務を負うものでは

なく、かかる方針も有していません。

本資料は株主・投資家の皆様の判断のための参考情報の公開のみを目的としており、投資に

関する最終決定はご自身の責任においてご判断ください。本資料に全面的に依拠して投資判断

を下すことによって生じうるいかなる損失に関しても、当社は責任を負うものではありません。

注意事項



97 108 176
325 391 400

FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

中期経営計画2023 「進化への挑戦」の総括

239

FY23

606 577 658 

957 1,062 1,052 

67 74 117
304

389 408

中計リフレッシュ時目標
（2021年5月公表）

位置づけ
中期成長戦略と企業変革の実現で
持続的成長と企業価値向上の礎を築く

157

852

売上高 （億円）

のれん償却前
一株当たり純利益 （EPS)

EBITDA （億円）

自己資本利益率 （ROE） 4.6% 5.5% 10.4% 28.5% 30.3% 27.1% 15.0%以上

当初計画を3年、上方修正したリフレッシュ計画を2年それぞれ前倒しで達成。

売上高は1,000億円を超え、稼ぐチカラを示すEBITDAは4倍以上に。



※

中期経営計画の位置づけ

中期経営計画2028 「進化の実現」 

① 成長領域での事業拡大  ② 既存領域における事業の質的強化 ③ 経営基盤の進化

成長投資と株主還元の両立により、持続的成長と企業価値向上を実現する

売上高

1,500 億円

事業利益

500 億円

EBITDAマージン

43 ％

一株あたり純利益 （EPS）

626 円

投下資本利益率 （ROIC）

14 ％程度

自己資本利益率 （ROE）

25 ％程度

FY2028

＊ 株式分割前

基本方針

＊

パーパス Empower Evolution. つなごう、テクノロジーの進化を。



事業ポートフォリオの拡大

2023年度（実績）

億円1,052売上高

2028年度（計画）

億円1,500売上高

既存領域：エレクトロニクス事業
成長領域：自動車事業、フォトニクス事業など

※

70%

30%

80%

20%

既存領域 新規領域

成長領域での事業の成長により事業ポートフォリオを拡大、持続的成長を実現



① 成長領域での事業拡大

140
30070

150

FY23 (実績) FY28 (計画)

フォトニクス事業

自動車事業

年平均成長率
（CAGR）

16.5%

年平均成長率
（CAGR）

16.5%

（億円）

450億円

今後さらなる市場の拡大が進む、自動車・フォトニクス領域での事業成長を加速

フォトニクス事業

成長領域 事業戦略

生成AIの浸透による、通信量増大

データセンターの需要増、高速化要求に
対応した高速フォトダイオードの採用拡大

自動車事業

100年に一度の変革「CASE  」の進展
*

車載ディスプレイ向け反射防止フィルム
のさらなる拡大

センサーモジュール向け精密接合用樹
脂の拡販

210億円

成長領域 事業規模 （売上高）

* CASE : Connected、Autonomous/Automated、Shared、Electric
の頭文字をとった造語



FY23 (実績) FY28 (計画)

② 既存領域の事業の質的強化

（億円） 1,050億円
表面実装型ヒューズ

既存領域 成長ドライバー

多様な機器の電動化、リチウムイオン
バッテリーの二次保護回路規制強化など、
中長期的なトレンドを捉える

採用製品の多様化、台数増

異方性導電膜（ACF）

有機ELディスプレイ（OLED）の最終製品へ
の採用拡大、粒子整列型ACFが成長継続

マイクロLEDディスプレイへの採用活動
進行中

850億円

既存領域 事業規模 （売上高）

その他

光学樹脂材料

反射防止フィルム

表面実装型ヒューズ

異方性導電膜
（ACF)

主要4カテゴリー
年平均成長率

（CAGR）

 8.6%

高付加価値製品を軸に事業拡大、成長継続



資本配分 （キャピタルアロケーション）

株主還元

財務戦略

持続的成長に
向けた投資

本計画達成に
向けた投資

非財務投資
中期経営計画期間 5年間累計 （億円） 重要課題（マテリアリティ）である

 「人・技術」 への投資

前中計の 「約3倍」 の投資を計画

投下資本利益率（ROIC）目標 14％程度

蓋然性が高まった際の 「追加投資枠」 を確保

投資機会がない場合は追加還元を検討

総還元性向 「60%」 を目途に還元 (5年間累計)

配当性向 40％を目途として、
株主資本配当率（DOE） 7%下限とする方針

純有利子負債倍率（ネットD/Eレシオ） : 0.45x、
自己資本比率:50%を目安 (FY28)

非財務資本
投下後

1,700

営業C/F

2,150

負債調達

900

非財務投資

本計画達成に
向けた投資

持続的成長に
向けた投資

株主還元

資金の獲得 資金の使途

450

1,300

500

800

最適資本構成を踏まえた成長投資と株主還元の両立



株主還元方針／株式分割

総還元性向 **

60 ％目途

配当性向

40 ％目途

株主資本配当率
（DOE） ***

7 ％以上

*** 前期末純資額に対して7％

総還元性向 *

40 ％目途

FY19-23還元額

約350億円

* のれん償却前当期純利益に対する総還元性向

** 5年間累計

FY24-28還元額 800億円程度

株主還元方針 株式分割

基 準 日

効 力 発 生 日

分割後投資単位

１株につき、3株

2024年９月30日

2024年10月１日

約20万円

の割合をもって分割

詳細は2024年5月13日付適時開示 「株式分割
および株式分割に伴う定款の一部変更に関する
お知らせ」 をご参照ください。

（注）

成長投資と株主還元の両立による持続的成長と
さらなる企業価値の向上を目指して、還元方針を見直し



③ 経営基盤の進化

持続的成長を支える強固な経営基盤へ進化していく

ビジネスモデルの
さらなる強化

マテリアリティの強化
（当社にとっての重要課題への対処）

生産年齢人口減少を
見据えた効率化

営業機能強化 人と技術の強化 製造機能強化

海外におけるデザイン・イン
＆スペック・インの強化

パートナーシップによる
ディストリビューション強化、
業績変動の抑制

研究開発のさらなる強化

技術人財の確保と
グローバル人財の強化

デジタルトランスフォーメー
ション（DX）の推進による、
スマートファクトリー構築

BCP機能の強化



事前質問



Q

フォトニクス領域でデクセリアルズが手掛ける

事業の詳細を説明してほしい。

特にNTTのIOWN構想との関連や、

データセンター内のどのような技術に貢献するのか、

そしてその将来性はどうなのか、という点が知りたい。

事前質問 ❶



フォトニクス事業の市場環境と主要施策

生成AI向けなどのデータセンター向け、高速フォトダイオードを展開

高速フォトダイオード（高速PD）

データセンター

・サーバーコンピューターやそこからデータを送る
機器をまとめた施設

・生成AIなどで需要が大幅に増加

・光信号と電気信号を相互に変換する半導体
・データセンターで、光信号と電気信号を変換する
「光トランシーバー」のキーデバイス



フォトニクス事業の市場環境と主要施策

FY23 FY24 FY26 FY28

次世代：800Gbps以上

現行：800Gbps未満

光トランシーバー向け高速フォトダイオード 現行世代
800Gbpsまで
(100G/Lane)

次世代
800Gbps以上
(200G/Lane)

次々世代
1.6Tbps以上

(200G/Lane以上)

グローバルトップメーカーの
案件をすでに獲得

開発に着手
順調に進捗

複合光半導体デバイスの
開発を構想

 大手顧客からの需要・要望

 増産投資を実行し、需要に対応

化合物光半導体 × 光学デバイス
（偏光板、導波路など）

技術の掛け合わせで
次々世代の高速通信技術が求める機能を実現＊引用元：LightCounting社 市場分析情報より

今後の需要、要求性能向上に向けて、独自の製品を開発中

複合光半導体デバイス



事前質問 ❷

Q

事業および研究開発の

さらなる強化・発展に向けた

知的財産戦略について教えてほしい。



会場質問



Q

中期経営計画における成長投資の内容や実施時期、

規模感等について可能な範囲で教えてください。

会場質問 ❶



Q

発行済株式数のうち自己株式数はどの程度ありますか？

また、取得した自己株式は、その後どのように活用するのか

について教えてください。

会場質問 ❷



Q

政策保有株式縮減のトレンドがありますが、当社大株主による

保有株式売却等のリスクに対するお考えを教えてください。

会場質問 ❸
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